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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部からユニバーサルチューブ内に伸びる導光ファイバと、
　この導光ファイバの入射端面に照明光を与える光源と、
　上記導光ファイバの入射端面と光源との間に位置し、照明光軸と平行な軸を中心とする
回動運動が可能な回動絞と、
　この回動絞に、その回動軸を中心とし照明光路に交差する円弧上に位置させて形成した
、回動位置によって透光量を変化させ導光ファイバの入射端面に与える照明光量を変化さ
せる調光開口と、
　上記回動絞の回動位置を、要求される照明光量に応じて変化させる回転制御機構と、を
備え、
　上記回動絞は、上記調光部に連続させて遮光部を有し、
　上記回転制御機構は、上記回動絞を回転駆動することにより、上記調光開口を照明光路
上に位置させて照明光量を変化させる調光状態と、上記遮光部を照明光路上に位置させて
完全に遮光する遮光状態とに切り替え可能であり、さらに、
　蛍光観察用の特殊光を発して、該特殊光を上記入射端面に送光する、上記光源とは別個
の特殊光源と、
　上記光源が点灯し、かつ、上記回動絞が上記調光開口によって調光しているときは、上
記特殊光源を消灯させ、回動絞が上記照明光を完全に遮断しているときは、該特殊光源を
点灯可能とする光源切替手段と、
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　を備えることを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡用光源装置において、
　上記光源がキセノンランプである内視鏡用光源装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡用光源装置において、
　上記回転制御機構が、回動絞の一方の回転端を、上記遮光部が照明光路上に位置する遮
光位置で規制する遮光用ストッパを具備する内視鏡用光源装置。
【請求項４】
請求項３記載の内視鏡用光源装置において、
　上記遮光用ストッパが、上記回動絞の回動範囲を上記調光開口によって照明光量の調整
が行われる範囲内で規制する調光時規制位置と、回動絞の回動範囲を上記遮光位置で規制
する遮光時規制位置とに移動可能な調光兼遮光用ストッパであり、
　該調光兼遮光用ストッパを該調光時規制位置と遮光時規制位置とに選択して移動させる
ストッパ位置切替機構を備える内視鏡用光源装置。
【請求項５】
請求項１から４のいずれか１項記載の内視鏡用光源装置において、
　上記光源と特殊光源が単一のケーシング内に収納されている内視鏡用光源装置。
【請求項６】
請求項１から４のいずれか１項記載の内視鏡用光源装置において、
　上記光源と特殊光源がそれぞれ別個のケーシング内に収納されている内視鏡用光源装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に光を供給するための内視鏡用光源装置及び内視鏡用光源装置の操作
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の内部にはライトガイドとしての導光ファイバ（ＬＣＢ：ライトキャリングバン
ドル）が配設されており、導光ファイバの入射側端部の外周は、内視鏡に設けられた円筒
状のライトキャリングバンドルスリーブによって覆われている。このライトキャリングバ
ンドルスリーブを内視鏡用光源装置のケースに設けられた光源接続用孔に挿入し、かつ内
視鏡用光源装置内の光源を点灯させると、光源から出た光が導光ファイバの入射端面に照
射される。入射端面に照射された光は、導光ファイバの内部を通って内視鏡の挿入部先端
に設けられた照明用光学系へ導かれ、この照明用光学系から内視鏡の外部に向けて射出さ
れて、体腔内や機械の内部を照らす。
【０００３】
　内視鏡用光源装置は一般的に、光源光軸に対して直交する平面内を回転することにより
、導光ファイバに照射する照明光量を調光する回動絞を備えている。この回動絞を回転さ
せると導光ファイバに照射される照明光量が変化し、内視鏡先端に照明光学系から観察部
に照射される光量が変化する（例えば特許文献１）。
【特許文献１】特開２００１－３４０２９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、従来から内視鏡用光源装置は、回動絞を回転させることにより照明光量
を調光する調光装置を具備しているが、この照明装置は照明光を完全に遮光することは出
来ない。そのため、照明光を一時的に完全に遮断したい場合は、光源を消灯させる必要が
あった。しかし、光源として一般的に用いられるキセノンランプは高電圧を利用した放電



(3) JP 4761864 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

式のランプであり、頻繁に点灯と消灯を繰り返すと、周辺の電子回路や電子機器等に悪影
響を及ぼすおそれがあるので、理想としては内視鏡使用中にキセノンランプの点灯・消灯
を切替えたくない。
【０００５】
　本発明の目的は、光源を消灯させることなく、調光装置によって照明光の調光と遮光を
行なえる内視鏡用光源装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡の挿入部からユニバーサルチューブ内に伸びる導
光ファイバと、この導光ファイバの入射端面に照明光を与える光源と、上記導光ファイバ
の入射端面と光源との間に位置し、照明光軸と平行な軸を中心とする回動運動が可能な回
動絞と、この回動絞に、その回動軸を中心とし照明光路に交差する円弧上に位置させて形
成した、回動位置によって透光量を変化させ導光ファイバの入射端面に与える照明光量を
変化させる調光開口と、上記回動絞の回動位置を、要求される照明光量に応じて変化させ
る回転制御機構と、を備え、上記回動絞は、上記調光部に連続させて遮光部を有し、上記
回転制御機構は、上記回動絞を回転駆動することにより、上記調光開口を照明光路上に位
置させて照明光量を変化させる調光状態と、上記遮光部を照明光路上に位置させて完全に
遮光する遮光状態とに切り替え可能であり、さらに、蛍光観察用の特殊光を発して、該特
殊光を上記入射端面に送光する、上記光源とは別個の特殊光源と、上記光源が点灯し、か
つ、上記回動絞が上記調光開口によって調光しているときは、上記特殊光源を消灯させ、
回動絞が上記照明光を完全に遮断しているときは、該特殊光源を点灯可能とする光源切替
手段と、を備えることを特徴としている。
【０００７】
　上記光源は、例えばキセノンランプによって構成できる。
【０００８】
　上記回転制御機構が、回動絞の一方の回転端を、上記遮光部が照明光路上に位置する遮
光位置で規制する遮光用ストッパを具備するのが実際的である。
【０００９】
　上記遮光用ストッパが、上記回動絞の回動範囲を上記調光開口によって照明光量の調整
が行われる範囲内で規制する調光時規制位置と、回動絞の回動範囲を上記遮光位置で規制
する遮光時規制位置とに移動可能な調光兼遮光用ストッパであり、該調光兼遮光用ストッ
パを該調光時規制位置と遮光時規制位置とに選択して移動させるストッパ位置切替機構を
備えるのが好ましい。
【００１１】
　上記光源と特殊光源が単一のケーシング内に収納されているのが好ましい。
【００１２】
　上記光源と特殊光源がそれぞれ別個のケーシング内に収納されていてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によると、調光装置によって照明光の調光と遮光を行なうことが可能となる。従
って、照明光の導光ファイバへの供給を一時的に停止したい場合に、光源を消灯させる必
要がなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の第１の実施形態について、図１から図６を参照しながら説明する。
　図１に示す電子内視鏡（内視鏡）１０は、操作部１１と挿入部１２を有し、挿入部１２
の先端部には、操作部１１に設けた湾曲操作装置１３の操作に応じて上下及び左右方向に
湾曲される湾曲部１２ａが設けられている。湾曲部１２ａの先端面には、図示しない観察
窓（対物窓）と照明光学系が設けられている。
【００１６】
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　操作部１１からはユニバーサルチューブ１４が延びており、このユニバーサルチューブ
１４の先端に設けられたコネクタ部１４ａには、金属製の円筒形状をなすライトキャリン
グバンドルスリーブ１４ｂと信号接続部１４ｃとが突設されている。さらに、ライトキャ
リングバンドルスリーブ１４ｂ、コネクタ部１４ａ、ユニバーサルチューブ１４、操作部
１１及び挿入部１２の内部には、導光ファイバ（ＬＣＢ：ライトキャリングバンドル）１
５が配設されており、その先端に形成された出射端面が、挿入部１１の先端内部において
上記照明光学系に接続されている。
　図２及び図３に示すように、プロセッサ（内視鏡用光源装置）２０において、そのケー
シング（筐体）２１の前板２１ａ（図２の右下側を前方、左上側を後方とする）には、コ
ネクタ部１４ａのライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂを差し込むための光源接続用
孔２２と、信号接続部１４ｃを差し込むための信号接続部支持孔２３が穿設されている。
【００１７】
　図３及び図４に示すように、ケーシング２１内には、光源接続用孔２２の直後に位置す
る態様で、光源接続用孔２２と同軸の集光レンズＬ１が配設されている。この集光レンズ
Ｌ１は光源接続用孔２２と同軸をなしている。さらに、底板２１ｂには、集光レンズＬ１
の直後に位置する態様で、略垂直の支持板３０が固定されている。図示は省略してあるが
、支持板３０の中央部には光源接続用孔２２及び集光レンズＬ１と同軸の導光孔が穿設さ
れている。支持板３０の後面の左右両端部には固定部３２が設けられており（図３に右側
のみ図示）、左右の固定部３２の間には左右方向を向くガイドバー３３が架設されている
。支持板３０には前後方向を向く回転駆動軸３５が回転可能に支持されており、回転駆動
軸３５は支持板３０の後方に突出している。回転駆動軸３５はその軸心回りに回転可能で
あり、その周面にはピニオン３６が形成されている。回転駆動軸３５は図示を省略したス
ライド用モータに連係されており、スライド用モータが回転すると、この駆動力を受けて
正逆両方向に回転する。
　ガイドバー３３にはスライド部材３７が左右方向にスライド自在かつガイドバー３３回
りに回転不能に支持（案内）されている。スライド部材３７の上面にはピニオン３６と常
に噛合するラック３８が形成されており、回転駆動軸３５が正逆両方向に回転すると、ス
ライド部材３７がガイドバー３３に沿って左右方向に往復移動する。
【００１８】
　スライド部材３７の下面にはミラー収納箱４０が固定されている。ミラー収納箱４０の
内部には、図４に示すミラーＦＭが収納されており、ミラー収納箱４０の前面は開放し上
記導光孔と対向している。ミラー収納箱４０の上方には、スライド部材３７の後方に位置
する態様で、レンズ収納箱４２が移動不能に配設されている。レンズ収納箱４２の下面、
及びミラー収納箱４０上面のレンズ収納箱４２との対応部は共に開口しており、ミラー収
納箱４０がレンズ収納箱４２の直下に移動すると両者の内部空間は連通する。レンズ収納
箱４２の内部には図４に示すレンズＬ３が配設されている。さらに、レンズ収納箱４２の
上面には、合成樹脂等の可撓性材料からなる被覆チューブ４４の一端に形成された開口部
が接続されており、被覆チューブ４４の他端に形成された開口部は、底板２１ｂに固定さ
れたレーザー光源装置ＳＬに接続されている。被覆チューブ４４の内部には、レーザー光
源装置ＳＬに内蔵されたレーザー光源（特殊光源。図示略）で生じたレーザー光（特殊光
）をレンズＬ３に導くための導光ファイバ４５が配設されている。
【００１９】
　ケーシング２１の底板２１ｂには、ミラー収納箱４０の直後に位置する態様で、金属製
の支持板５０が固定されている。支持板５０の略中央部にはレンズ支持孔が貫通孔として
形成されており、このレンズ支持孔に光源接続用孔２２、集光レンズＬ１、及び上記導光
孔と同軸をなすレンズＬ２が嵌合固定されている。支持板５０の後面側には、前後方向を
向く回転駆動軸（回転制御機構）５１によって回動絞５２が回転自在に支持されており、
回転駆動軸５１の後端部は開閉用モータ（回転制御機構）ＤＭに接続されている。回動絞
５２は前後方向に対して直交する平面と平行な金属板であり、その下端部に、その概形が
回転駆動軸５１を中心とする円弧状をなす調光用切欠（調光開口）５３が形成されている
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。回動絞５２の下端部の調光用切欠５３の周辺部分は、調光用切欠５３に連続し照明光を
遮光する遮光部５４を構成している。支持板５０の後面には、回動絞５２の回動範囲を規
制する左右一対のストッパ、即ち調光用ストッパ（回転制御機構）５５と遮光用ストッパ
（回転制御機構）５６（図５、図６参照）が突設されている。調光用ストッパ５５と遮光
用ストッパ５６は共に回動絞５２の回転軌跡上に位置している。開閉用モータＤＭが正逆
両方向に回転すると、この駆動力が回転駆動軸５１を介して回動絞５２に伝わり、回動絞
５２が、その側面が調光用ストッパ５５と遮光用ストッパ５６に接触する範囲内で回転す
る。
　ケーシング２１の底板２１ｂの回動絞５２の直後には、図示を省略した支持部材が上向
きに突設されており、この支持部材の上端部にレンズホルダ６０が支持されている。レン
ズホルダ６０には、光源接続用孔２２及び集光レンズＬ１と同軸をなす集光レンズＬ４が
支持されている。
　さらに、ケーシング２１の底板２１ｂのレンズホルダ６０の直後には、図示を省略した
支持部材が上向きに突設されており、この支持部材の上端部に、光源接続用孔２２、集光
レンズＬ１及び集光レンズＬ４と同軸をなす白色光源（通常光源）ＭＬが支持されている
。白色光源ＭＬはキセノンランプであり、その前面から白色光が出射される。
【００２０】
　図２に示すように、ケーシング２１の前板２１ａには白色光源ＭＬのＯＮ・ＯＦＦを切
り替える点灯スイッチＳ１、レーザー光源装置ＳＬのＯＮ・ＯＦＦを切り替える点灯スイ
ッチＳ２、回動絞５２を閉方向に回転させるための閉方向調整スイッチＢ１、回動絞５２
を開方向に回転させるための開方向調整スイッチＢ２、及びメインスイッチＭＳが設けら
れている。これらメインスイッチＭＳ、点灯スイッチＳ１、点灯スイッチＳ２、閉方向調
整スイッチＢ１、開方向調整スイッチＢ２、開閉用モータＤＭ、及び回転駆動軸３５を回
転させるための上記スライド用モータは総て、プロセッサ２０に内蔵されたＣＰＵ等によ
って構成される制御手段Ｃ（回転制御機構）（光源切替手段）（図２参照）に電気的に接
続されている。
【００２１】
　次に、このような構成からなる内視鏡システムを用いて人体（患者）の体腔内を観察す
る場合の動作について説明する。
　電子内視鏡１０のライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂをプロセッサ２０の光源接
続用孔２２に差し込むと、導光ファイバ１５の円形の入射端面１５ａ（図４参照）が、集
光レンズＬ１と同軸状態で対向する。この状態でメインスイッチＭＳをＯＮにし、かつ、
点灯スイッチＳ１をＯＮにすると、制御手段Ｃが白色光源ＭＬを点灯させる。さらに、点
灯スイッチＳ２がＯＦＦにあることを制御手段Ｃが検知するので、制御手段Ｃがスライド
用モータを回転させ、ミラー収納箱４０を集光レンズＬ４と支持板３０の上記導光孔を結
ぶ直線上から側方に退避させる（このとき同時にレンズ収納箱４２の直下から側方に退避
する）。白色光源ＭＬで生じた照明光は集光レンズＬ４、回動絞５２の調光用切欠５３、
レンズＬ２、支持板３０の上記導光孔、及び集光レンズＬ１を通って導光ファイバ１５の
入射端面１５ａに照射される（図４に示す符合Ｏが照明光軸及び照明光路であり、回転駆
動軸５１は照明光軸Ｏと平行である。照明光軸Ｏは、白色光源ＭＬ、集光レンズＬ４、支
持板５０の透光孔、支持板３０の導光孔、集光レンズＬ１、及び導光ファイバ１５の入射
端面１５ａの共通の中心軸と一致する。さらに、調光用切欠５３は照明光路Ｏと交差して
いる）。導光ファイバ１５を通った照明光は電子内視鏡１０の先端部に設けられた照明光
学系から外部に射出され、体腔内の被写体（患部。図示略）を照射する。従って、電子内
視鏡１０による体腔内の通常観察が可能となり、体腔内の被写体画像がプロセッサ２０に
接続されたテレビモニタ（図示略）に映し出される。
【００２２】
　白色光源ＭＬの照明光による観察中に照明光量（透光量）を調整したい場合は、閉方向
調整スイッチＢ１と開方向調整スイッチＢ２を押し操作する。閉方向調整スイッチＢ１を
押し操作すると開閉用モータＤＭが始動し、その駆動力によって回動絞５２が図５及び図
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６の反時計方向（閉方向）に回転する。図５に示すように、回動絞５２が閉方向に回転す
るに従って、調光用切欠５３を通過して支持板５０の上記透光孔に向かう照明光の光量が
低下し、回動絞５２の遮光部５４によって遮光される部分が増大する。そして、図６に示
すように回動絞５２の側面が遮光用ストッパ５６に当接すると、回動絞５２は遮光位置に
達する。このとき、光束ＬＢが回動絞５２の遮光部５４によって完全に遮光されるので、
電子内視鏡１０の照明光学系は体腔内の被写体を照射せず、テレビモニタには真っ暗な画
像が表示される。一方、開方向調整スイッチＢ２を押し操作すると開閉用モータＤＭが作
動し、その駆動力によって回動絞５２が図５及び図６の時計方向（開方向）に回転する。
回動絞５２が開方向に回転するに従って、調光用切欠５３を通過して支持板５０の上記透
光孔に向かう照明光の光量が増加するので、体腔内の被写体周辺がより明るくなり、テレ
ビモニタに写される画像がより明るく表示される。そして、図５の破線に示すように、回
動絞５２の側面が調光用ストッパ５５に当接すると、回動絞５２は全開位置に達し、上記
被写体に照射される照明光量が最大となる。
【００２３】
　このように点灯スイッチＳ１がＯＮの状態で、さらに点灯スイッチＳ２をＯＮ側に切り
替えると、制御手段Ｃが上記スライド用モータ、レーザー光源装置ＳＬ、及び開閉用モー
タＤＭを作動させる。スライド用モータの動作により、回転駆動軸３５（ピニオン３６）
が回転し、スライド部材３７がガイドバー３３に沿ってスライドする。すると、ミラー収
納箱４０（ミラーＦＭ）が照明光路Ｏ上に位置し、ミラー収納箱４０がレンズ収納箱４２
の直下に位置する。さらに、レーザー光源装置ＳＬのレーザー光源が点灯するので、レー
ザー光が導光ファイバ４５及びレンズＬ３を通ってミラーＦＭに照射される。ミラーＦＭ
に照射されたレーザー光はミラーＦＭによって前方に反射され、ミラー収納箱４０の前面
開放部、支持板３０の導光孔、及び集光レンズＬ１を通って導光ファイバ１５の入射端面
１５ａに照射される。さらに、開閉用モータＤＭが作動し、回動絞５２が上記遮光位置ま
で回転するので、白色光源ＭＬの照明光は回動絞５２によって総て遮光される。従って、
電子内視鏡１０の照明光学系からはレーザー光のみが体腔内の被写体に照射されるので、
いわゆる蛍光観察を行なうことが可能となり、患部が正常組織の場合は患部が明るい状態
で観察され、患部が悪性腫瘍等の異常組織の場合は暗い状態で観察される。
【００２４】
　さらに、このようにレーザー光源装置ＳＬのレーザー光源が点灯している最中に（点灯
スイッチＳ２がＯＮの最中に）、開方向調整スイッチＢ２を押し操作して回動絞５２を開
方向に再度回転させると、制御手段Ｃがレーザー光源装置ＳＬを自動的に消灯させ、白色
光源ＭＬの照明光が回動絞５２の調光用切欠５３を通って電子内視鏡１０の導光ファイバ
１５に供給される。ミラーＦＭは波長選択性を持つダイクロイック反射ミラーであり、レ
ーザー波長以外の白色光を透過させる（即ちレーザー波長の光のみ９０°反射するコート
が為されている）。この選択性によりミラーＦＭが照明光路Ｏ上に在る場合も白色光源Ｍ
Ｌの照明光を導光ファイバ１５に入射させることが可能である（なお、白色光がミラーを
透過する際にレーザー波長成分はミラーに反射されるため、一部の色（青成分）が欠落し
た白色光となる。この光では簡易的な観察となり正確な被写体の色観察が出来ないので、
制御手段Ｃから上記スライド用モータに指令を送りミラー収納箱４０（ミラーＦＭ）を側
方に退避させてもよい。正確な白色観察を行いたい場合はこのモードを使用する。）さら
に、この状態で閉方向調整スイッチＢ１を押し操作し、回動絞５２が遮光位置に再度達す
ると、制御手段Ｃがレーザー光源装置ＳＬを自動的に再度点灯させ、電子内視鏡１０の導
光ファイバ１５にレーザー光が供給される。
　電子内視鏡１０による観察が終わったら点灯スイッチＳ１、点灯スイッチＳ２、及びメ
インスイッチＭＳをＯＦＦ側に切り替えて、白色光源ＭＬ及びレーザー光源装置ＳＬをと
もに消灯させ、電子内視鏡１０のライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂをプロセッサ
２０の光源接続用孔２２から抜き出す。
【００２５】
　以上説明した本実施形態によれば、回動絞５２によって白色光源ＭＬの照明光の調光が
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出来るだけでなく、回動絞５２によって白色光源ＭＬの照明光を完全に遮光できる。従っ
て、白色光源ＭＬの照明光を電子内視鏡１０に与えたくない場合に点灯スイッチＳ１をＯ
ＦＦ側に切り替える必要がなくなる。
　さらに、白色光源ＭＬを構成するキセノンランプは高電圧を利用した放電式のランプな
ので、その性質上、点灯と消灯を繰り返すのは好ましくない。そのため、本実施形態のよ
うに、点灯スイッチＳ１のＯＮ・ＯＦＦ切替を行わずに、回動絞５２によって白色光源Ｍ
Ｌの照明光を遮光すれば、観察中の点灯スイッチＳ１のＯＮ・ＯＦＦ切替回数が大幅に低
減するので、従来装置に比べて白色光源ＭＬ周辺の電子機器や電子回路に悪影響が及ぶお
それを少なくできる。
【００２６】
　次に、本発明の第２の実施形態について主に図７及び図８を参照しながら説明する。な
お、第１の実施形態と同じ部材には同じ符合を付すに止めて、その詳細な説明は省略する
。
　本実施形態の特徴は遮光用ストッパ５６の代わりに調光兼遮光用ストッパ（回転制御機
構）５７を設けた点にある。本実施形態の調光兼遮光用ストッパ５７は支持板５０に固定
されておらず、支持板５０の後面に一対の固定ねじ７０によって固定された公知の電磁ソ
レノイド（ストッパ位置切替機構）７５に支持されている。電磁ソレノイド７５は、中空
の筒部材７６と、筒部材７６を貫通しその軸線方向に相対移動可能な可動鉄芯７７と、筒
部材７６に内蔵されたコイル（電磁石。図示略）とを具備する。さらに、筒部材７６の内
部には、可動鉄芯７７を図７及び図８の右上方に移動付勢するばね手段が配設されている
。調光兼遮光用ストッパ５７は可動鉄芯７７の上端に固定されている。上記コイルは制御
手段（ストッパ位置切替機構）Ｃと電気的に接続されている。
【００２７】
　前板２１ａには全閉許可スイッチＳ３が設けられており、この全閉許可スイッチＳ３を
ＯＮ操作すると、制御手段Ｃが電磁ソレノイド７５に内蔵されたコイルに電流を流し、コ
イルを励磁して電磁石として機能させる。すると可動鉄芯７７が、図７の実線及び図８の
仮想線に示す位置から上記ばね手段の付勢力に抗して図７及び図８の左下側に移動し、調
光兼遮光用ストッパ５７が、図７の実線及び図８の仮想線に示す調光時規制位置から、図
８の実線で示す遮光時規制位置まで移動する。
　調光兼遮光用ストッパ５７が調光時規制位置にあるときに、回動絞５２の側面が調光兼
遮光用ストッパ５７に当接すると、回動絞５２は図７に実線で示す位置に位置する。この
とき、回動絞５２（遮光部５４）は光束ＬＢを完全には遮光しないが、光束ＬＢは殆どの
部分が遮光され、光束ＬＢのごく一部が調光用切欠５３を通過する。このように、調光兼
遮光用ストッパ５７が調光時規制位置にあるとき、回動絞５２は調光部材として機能する
。
　一方、電磁ソレノイド７５のコイルに電流を流して回動絞５２を図８に示す遮光時規制
位置まで移動させた状態で、調光兼遮光用ストッパ５７に回動絞５２の側面が当接すると
、回動絞５２は遮光位置に位置する。図８に示すように、回動絞５２が遮光位置に位置す
ると、光束ＬＢは回動絞５２の遮光部５４によって完全に遮光される。
【００２８】
　このように、調光兼遮光用ストッパ５７の位置を調光可能な位置と遮光可能位置とに移
動させれば、回動絞５２を、調光専用のモードと調光及び遮光が可能なモードとに切り替
えることが可能になるので便利である。
【００２９】
　最後に、本発明の第３の実施形態について主に図９及び図１０を参照しながら説明する
。なお、第１の実施形態と同じ部材には同じ符合を付すに止めて、その詳細な説明は省略
する。
　本実施形態の特徴は、プロセッサ２０が通常観察用の白色光源ＭＬのみを内蔵し、プロ
セッサ２０とは別体のレーザー光源装置８０にレーザー光源装置ＳＬ（図９及び図１０で
は図示略）を内蔵させた点にある。
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　図１０に示すように、プロセッサ２０の内部には、集光レンズＬ１、集光レンズＬ４、
支持板５０（図１０では図示略）、回動絞５２、回転駆動軸５１、開閉用モータＤＭ、及
び白色光源ＭＬが内蔵されている。しかし、支持板３０や、支持板３０と一体をなすガイ
ドバー３３、スライド部材３７、ミラー収納箱４０、レンズ収納箱４２、被覆チューブ４
４等は設けられていない。従って、白色光源ＭＬが点灯すると、その照明光が集光レンズ
Ｌ４、回動絞５２の調光用切欠５３、支持板５０のレンズＬ２、及び集光レンズＬ１を通
って、導光ファイバ１５の入射端面１５ａに照射される。さらに、ケーシング２１の前板
２１ａには点灯スイッチＳ１、閉方向調整スイッチＢ１、開方向調整スイッチＢ２、メイ
ンスイッチＭＳが設けられているが、点灯スイッチＳ２は設けられていない。
【００３０】
　レーザー光源装置８０の内部にはレーザー光源装置ＳＬ（図９及び図１０では図示略）
が内蔵されており、レーザー光源装置８０の前面パネル８１にはレーザー光源装置ＳＬの
ＯＮ・ＯＦＦを切り替えるための点灯スイッチＳ４が設けられている。さらに、レーザー
光源装置８０の前面パネル８１にはメインスイッチＭＳ及び挿入孔８２が設けられている
。挿入孔８２には合成樹脂等の可撓性材料からなる被覆チューブ８５の一端側が挿脱可能
に挿入されている。被覆チューブ８５の内部にはその全長に渡って、図示を省略した導光
ファイバが設けられている。被覆チューブ８５の先端（他端）８６は電子内視鏡１０の鉗
子口１６から電子内視鏡１０内に挿入されており、さらに、被覆チューブ８５の先端８６
は挿入部１２を通って挿入部１２の先端に形成された開口（図示略）から電子内視鏡１０
の外部に突出している。
【００３１】
　本実施形態の内視鏡システムは次のように動作する。
　まず、電子内視鏡１０のライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂと信号接続部１４ｃ
をプロセッサ２０に接続し、さらに、被覆チューブ８５の両端部を電子内視鏡１０とレー
ザー光源装置８０に接続した状態で、プロセッサ２０及びレーザー光源装置８０のメイン
スイッチＭＳをＯＮ操作する。この状態で点灯スイッチＳ１をＯＮにすれば白色光源ＭＬ
が点灯するので、回動絞５２によって光束ＬＢを完全に遮光しなければ、電子内視鏡１０
によって通常観察を行える。
　さらに、このように白色光源ＭＬが点灯した状態で蛍光観察を行う場合には、まず、閉
方向調整スイッチＢ１を押し操作して回動絞５２を遮光位置まで回転させ、白色光源ＭＬ
の照明光を完全に遮光する。次いで、レーザー光源装置８０の点灯スイッチＳ４をＯＮ操
作してレーザー光源装置ＳＬのレーザー光源を点灯させる。すると、レーザー光源から出
たレーザー光が被覆チューブ８５の内部に設けられた導光ファイバを通り、先端８６から
電子内視鏡１０の外部に射出されるので蛍光観察を行える。
　電子内視鏡１０による観察が終わったらプロセッサ２０の点灯スイッチＳ１、レーザー
光源装置８０の点灯スイッチＳ４、及びプロセッサ２０とレーザー光源装置８０のメイン
スイッチＭＳをＯＦＦ側に切り替えて、白色光源ＭＬ及びレーザー光源装置ＳＬをともに
消灯させる。そして、電子内視鏡１０のユニバーサルチューブ１４をプロセッサ２０の光
源接続用孔２２から抜き出し、かつ、被覆チューブ８５をレーザー光源装置８０の挿入孔
８２から抜き出す。
【００３２】
　このような本実施形態によっても、回動絞５２によって白色光源ＭＬの照明光の調光が
出来るだけでなく、回動絞５２によって白色光源ＭＬの照明光を完全に遮光できるので、
白色光源ＭＬの照明光を電子内視鏡１０に与えたくない場合に点灯スイッチＳ１をＯＦＦ
側に切り替える必要がないので、点灯スイッチＳ１のＯＮ・ＯＦＦの切替回数を低減でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１の実施形態の電子内視鏡を示す外観図である。
【図２】プロセッサ（内視鏡用光源装置）と電子内視鏡のコネクタ部の斜視図である。
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【図３】プロセッサ内の様子を示す斜視図である。
【図４】プロセッサ内に配設された、通常光源と特殊光源の各光束をライトキャリングバ
ンドルスリーブに導くための導光機構を概念的に示す模式図である。
【図５】回動絞による調光動作を説明するための背面図である。
【図６】回動絞による遮光動作を説明するための背面図である。
【図７】本発明の第２の実施形態の回動絞りとその周辺部材の背面図である。
【図８】回動絞を遮光位置に移動させたときの背面図である。
【図９】本発明の第３の実施形態のプロセッサ（内視鏡用光源装置）とレーザー光源装置
と電子内視鏡のコネクタ部の斜視図である。
【図１０】プロセッサ内に配設された、通常光源の光束をライトキャリングバンドルスリ
ーブに導くための導光機構を概念的に示す模式図である。
【符号の説明】
【００３４】
１０　　電子内視鏡（内視鏡）
１１　　操作部
１２　　挿入部
１２ａ　湾曲部
１３　　湾曲操作装置
１４　　ユニバーサルチューブ
１４ａ　コネクタ部
１４ｂ　ライトキャリングバンドルスリーブ
１４ｃ　信号接続部
１５　　導光ファイバ
１５ａ　入射端面
１６　　鉗子口
２０　　プロセッサ（内視鏡用光源装置）
２１　　ケーシング
２１ａ　ケーシングの前板
２１ｂ　底板
２２　　光源接続用孔
２３　　信号接続部支持孔
３０　　支持板
３２　　固定部
３３　　ガイドバー
３５　　回転駆動軸
３６　　ピニオン
３７　　スライド部材
３８　　ラック
４０　　ミラー収納箱
４１　　支持孔
４２　　レンズ収納箱
４４　　被覆チューブ
４５　　導光ファイバ
５０　　支持板
５１　　回転駆動軸（回転制御機構）
５２　　回動絞
５３　　調光用切欠（調光開口）
５４　　遮光部
５５　　調光用ストッパ（回転制御機構）
５６　　遮光用ストッパ（回転制御機構）
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５７　　調光兼遮光用ストッパ（回転制御機構）
６０　　レンズホルダ
７０　　固定ねじ
７５　　電磁ソレノイド（ストッパ位置切替機構）
７６　　筒部材
７７　　可動鉄芯
８０　　レーザー光源装置
８１　　前面パネル
８２　　挿入孔
８５　　被覆チューブ
８６　　被覆チューブの先端
Ｂ１　　閉方向調整スイッチ
Ｂ２　　開方向調整スイッチ
Ｃ　　　制御手段（回転制御機構）（ストッパ位置切替機構）（光源切替手段）
ＤＭ　　開閉用モータ（回転制御機構）
Ｌ１　Ｌ４　集光レンズ
Ｌ２　Ｌ３　レンズ
ＬＢ　　光束
ＦＭ　　ミラー
ＭＬ　　白色光源（光源）
ＭＳ　　メインスイッチ
Ｏ　　　照明光軸（照明光路）
Ｓ１　　点灯スイッチ
Ｓ２　　点灯スイッチ
Ｓ３　　全閉許可スイッチ
Ｓ４　　点灯スイッチ
ＳＬ　　レーザー光源装置（特殊光源）
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